
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 296

事務事業名 科学実験教室推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 H11 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 3 地育力が支える学び合いで、生きる力をもち、心豊かな人材を育む

   

   

分野別計画
 第２次飯田市教育振興基本計画

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 小、中学校（児童、生徒及び教員）、市民（親、地域の役員等）

意図 児童、生徒が科学の楽しさや不思議さを学び、興味を持ってもらう。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・現在、増加傾向にある小中学校の授業やクラブ等への支援事業についても、将来的には、実験道具の貸出や材料の

提供により、各小中学校で教員を中心とした活動になるような働きかけの必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
飯田市出身のサイエンスプロデューサー後藤道夫先生の「巡回科

学実験教室」の活動をサポートするために平成14年度に結成され

た科学ボランティアグループ「南信州飯田おもしろ科学工房」の

活動を支援し、親子に科学実験の機会を提供する「理科実験ミュ

ージアム」をかざこし子どもの森公園のおいで館で開催します。

また、出前工房や学校への支援事業などを通じて学校、地域へ理

科実験を広げ、科学に関する興味や関心を高めます。

関係団体と連携し活動の充実を図っていきます。

理科実験ミュージアム運営事業補助金 1,050

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
理科実験ミュージアム参加者数 人 2,000 3,000   

出前工房参加者数 人 4,000 4,000   

支援事業参加者数 人 1,000 1,000   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 1,050  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 1,050

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
1  10

 
4

1,050

0
科学実験教室推進事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 296 事業名  科学実験教室推進事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

科学実験教室の開

催
〇   ○ － ○ ○ ○ －  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

様々な学びを通じて子供達が

環境に関心を持ち、保全意識

が高まる。

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 297

事務事業名 社会教育推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 3 地育力が支える学び合いで、生きる力をもち、心豊かな人材を育む

 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす

   

分野別計画
 第２次飯田市教育振興基本計画

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 ①家庭　②小・中・高校生及び一般　③「地域振興の知の拠点」について

意図
①家族が共に時間を過ごし、相互に成長することで生きる力を育む。

②明るい社会を維持する。心豊かな人間性を育む。　③構想を策定する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・社会環境が変化するなか、家族が共に過ごす時間を持ち、成長し合うことで、家庭の教育力の向上、子どもの自己

肯定感、生きる力を引き続き育むことが必要です。

・過去の歴史や様々な文化に触れながら、これからの飯田、世界を考える力を養うことが必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・人権意識の醸成と人権問題に対する正しい理解を広めるため、

学校、地域、関係機関と連携して人権教育を推進します。

・平和の尊さを認識し合い平和な社会を維持するため、飯田市平

和祈念館資料室の運営、満蒙開拓平和記念館を活用した小中学校

が行う平和学習への支援を行います。

・家庭、学校、地域へ「わが家の結いタイム」を普及・啓発し、

家庭教育の意識の向上を図ります。

・芸術文化振興事業として、長野県華道展を支援します。

・青少年健全育成事業として飯田市の児童と伊勢市との児童によ

る小学生交流を実施します。

・青少年育成センター事業として青少年を健全に育む環境づくり

に取り組みます。

人権教育推進事業 171

平和学習推進事業 136

家庭教育推進事業 367

芸術文化振興事業 250

青少年健全育成事業 795

青少年育成センター事業 426

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
「わが家の結いタイム」啓発活動の回数 回 20 20   

人権学習講座数 回 21 21   
満蒙記念館を活用した平和学習実施校数 校 5 5   

伊勢市交流児童H29参加者/Ｈ30満足者 人 24 20   
青少年健全育成に関する啓発・研修回数 回 5 5   

「地域振興の知の拠点」計画策定 式 1 1   

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 2,145 （県）人権教育促進事業補助金（１／２）　75千円

（そ）県子ども会市町村事務補助費　3千円国庫支出金 0

県支出金 75

地方債 0

その他 3

一般財源 2,067

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
1  10

 
5

171

0
人権教育推進事業費

2    1 10 5
 
1  10

 
6

136

0
平和学習推進事業費

3    1 10 5
 
1  10

 
7

367

0
家庭教育推進事業費

4    1 10 5
 
1  12

 
4

250

0
長野県華道展負担金 

5    1 10 5
 
2  10

 
1

795

0
青少年健全育成事業費

6    1 10 5
 
2  10

 
2

426

0
青少年育成センター事業費

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 297 事業名  社会教育推進事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 298

事務事業名 地育力向上推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 3 地育力が支える学び合いで、生きる力をもち、心豊かな人材を育む

   

   

分野別計画
 第２次飯田市教育振興基本計画

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 小中学生

意図
ふるさと飯田とのつながりを知り誇りや愛着を持つとともに、ふるさと飯田に軸足を置きつつグローバルな視

点・素養を持つ人材を育成する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・リニア中央新幹線の開業などにより、人・物・情報や様々な文化・価値観の流入による地域の変化が予測される中

で、失ってはならない地域の価値を皆が認識している必要があります。

・グローバル社会の中で生きるために必要な力（コミュニケーション能力、協調性等）を身につけるとともに、多角

的な視野を持ち活躍する人材の育成が必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
小中学生を対象に、地育力を活用したふるさとの価値を理解する

学び、グローバルな視野を育む学び、生きる力を身につける学び

を展開します。

１　LG（地域・地球）飯田こども未来事業

２　キャリア教育推進事業

３　地育力向上連携システム推進事業

４　研究機関ネットワーク構築事業

地育力向上連携システム推進事業 2,667

キャリア教育推進事業 649

LG（地域・地球）飯田こども未来事業 3,550

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
LG（地域・地球）飯田こども未来事業の実施校数 校 28 28   

宿泊体験実施数 件 8 8   

職場体験を受け入れる事業所数 所 300 300   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 6,866 （そ）農家に泊まろう参加負担金　32千円

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 32

一般財源 6,834

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
1  14

 
1

2,667

0
地育力向上連携システム推進事業費

2    1 10 5
 
1  14

 
4

649

0
キャリア教育推進事業費

3    1 10 5
 
1  14

 
5

3,550

0
LG（地域・地球）飯田こども未来事業費

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 298 事業名  地育力向上推進事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

農業宿泊体験の実

施
〇   ○ － － ○ ○ ○  

地育力通信の発行 〇   － － ○ ○ ○ ○  

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

児童への学習を通じて自然や

環境等を大切にする心が育ま

れる。

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 299

事務事業名 宇宙教育推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 H28 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 3 地育力が支える学び合いで、生きる力をもち、心豊かな人材を育む

   

   

分野別計画
 第２次飯田市教育振興基本計画

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 小学生

意図
宇宙留学サマーキャンプを通じて知的好奇心を育むとともに、社会性、協調性、グローバルな視野や考え方を

身に付ける。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

社会教育機関や工業課が行っている事業と連携し、体系的に取り組むことによって事業の相乗効果を高めます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
遠山郷において市内小学生（高学年）を中心に宿泊を伴う集中講

座を開催します。宇宙をテーマに子供の知的好奇心をかき立てる

とともに、グローバル時代に必要なコミュニケーション力や協調

性を他地域の小学生との交流のなかで育んでいきます。

宇宙留学サマーキャンプ2018 1,078

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
宇宙留学サマーキャンプ開催 回 1 1   

宇宙留学サマーキャンプ参加者 人 35 30   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 1,078 （県）地域発元気づくり支援金

（そ）サマーキャンプ受講者負担金国庫支出金 0

県支出金 329

地方債 0

その他 330

一般財源 419

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
1  14

 
6

1,078

0
宇宙教育推進事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 299 事業名  宇宙教育推進事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

宇宙留学サマーキ

ャンプの開催
〇   ○ － ○ ○ ○ ○  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

宇宙や地球環境の学びを通じ

て、自然や資源、命の大切さ

を認識する。

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 300

事務事業名 公民館等耐震化整備事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 H28 終了 H30

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 第２次飯田市教育振興基本計画

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 上郷公民館・上郷自治振興センター

意図 安全性を確保する

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・計画の具体化に伴い関係者との円滑な調整が必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・上郷公民館を平成30年度中に建設します。

建物構造：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）

延床面積：2217.82㎡（１階床面積1178.70㎡、２階床面積991.98

㎡）

・建設に向けた地元協議を必要に応じて行います。

上郷公民館建設工事 894,654

監理業務委託費 12,000

申請手数料 500

その他経費 1,015

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
工事の実施箇所数 件 1 1   

道路の改良箇所数／H30指標なし 箇所 1 0   

用地の取得数／H30指標なし 件 8 0   

協議の回数 回 4 40   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 908,169 （地）合併特例事業債（充当率95％） 

（そ）庁舎建設基金繰入金国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 861,300

その他 46,869

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
1  20

 
1

908,169

0
公民館等耐震化整備事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 300 事業名  公民館等耐震化整備事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

廃棄物の管理 〇   × × － － － ×  

廃棄物の処理及び清掃に関する法

律
廃棄物の適正な処理・管理   

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 301

事務事業名 文化財保護事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす

   

   

分野別計画
 第２次飯田市教育振興基本計画

  

  

法令・例規等
 文化財保護法・長野県文化財保護条例

 飯田市文化財保護条例・同施行規則・飯田市文化財保護事業補助金交付要綱

 文化財関連施設の設置条例及び規則

事業目的
対象 指定文化財、文化財関連施設、地域資産（地域にある自然・文化・歴史）、遠山の霜月祭（上村・南信濃）

意図
指定文化財及び文化財関連施設の適切な保存・維持管理、地域資産の価値の顕在化及び文化財指定、遠山の霜

月祭の技術の継承・向上と後継者の育成への補助を行います。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・考古資料館等の文化財関連施設は、公共施設マネージメントの取組で、今後のあり方の検討が必要です。

・緊急に保護すべき、または重点的に活用すべき文化財を明らかにし、計画的な文化財指定が必要です。

・人口の減少と高齢化、生活様式の変化等により、伝統的な祭りなどの行事の実施や後継者の育成が困難な集落が増

　えています。地域の祭事であることを踏まえ、地域による後継者育成を財政面から支援します。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・文化財関連施設の適切な維持管理に努めます。

　旧小笠原家書院・小笠原資料館、考古資料館、

　旧座光寺麻績学校、北田遺跡公園、上郷歴史民俗資料館

・指定文化財の保存と活用を進めます。

　文化財パトロール、公式サイトでの情報発信等

・文化財候補物件の調査及び指定を進めます。

　指定候補物件の調査、文化財審議委員会への諮問、飯田市

　での指定、長野県・文化庁へ上位指定申請

・文化財保護事業補助金の交付をします。

・「遠山の霜月祭」への補助を行います。

文化財管理運営事業 17,253

文化財資産化事業 230

文化財保護事業補助金 0

霜月祭保存会補助金 560

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
旧小笠原家書院・小笠原資料館入館者数 人 1,500 1,500   

飯田市考古資料館入館者数 人 500 500   

文化財施設、指定文化財等の情報発信 回 30 30   

文化財審議委員会の開催 回 3 3   

遠山霜月祭保存団体への支援 千円 560 560   

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 18,043 （そ）考古資料館観覧料　100千円

（そ）諸収入　152千円国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 252

一般財源 17,791

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
3  10

 
1

17,483

0
文化財管理事業費

2    1 10 5
 
3  10

 
3

560

0
文化財保護事業補助金

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 301 事業名  文化財保護事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

廃棄物置き場の管

理
〇   × × － － － －  

灯油の消費 〇   × － × － × －  

ガスの消費 〇   × － × － × －  

電気の消費 〇   × － × － × －  

水の消費 〇   × － － × × －  

利用者のアイドリ

ングストップ
〇   ○ ○ ○ － ○ －  

利用者への環境意

識啓発
〇   ○ ○ ○ ○ ○ －  

公用車の更新  〇  － × － － × ×  

使用済自動車の再資源化等に関す

る法律（第8条）
引取証明書の保管（自動車廃棄時）（1年） ○  

 リサイクル券の保管（更新時） ○  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・遺跡整理作業に伴う廃棄物

の発生

 

 廃棄物の分別を

年間を通じて

受け入れ業者からの指摘をゼロに

する

・遺跡整理作業員への啓発促進 期間内、廃棄物の搬出は無かった

○

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 302

事務事業名 菱田春草生誕地整備活用事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 H25 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 菱田春草生誕地の整備及び活用に関するパートナーシップ協定

 菱田春草生誕地公園条例

  

事業目的
対象 春草生誕地

意図 春草顕彰の拠点として整備活用します。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・「春草公園を愛する会」と連携し、公園の存在を広く周知すると共に、公園のみならず、周辺一帯を含めた活用策

　を検討する必要があります。

・将来の移管に向け、「春草公園を愛する会」との協議を進めます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・パートナーシップ協定に基づき、公園の管理活用を担う「春草

　公園を愛する会」の活動を支援します。

・公園を含む仲ノ町から馬場町一帯は、飯田大火を免れて旧飯田

　町の風情を残す歴史的建装物が集積しています。これらを「橋

　北まるごと博物館」として、中心市街地の魅力を高める観光資

　源としての活用を図ります。

施設管理業務委託料 738

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
活用事業数（行政以外の主催含む） 数/年度 2 2   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 738  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 738

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
3  10

 
8

738

0
菱田春草生誕地整備活用事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 302 事業名  菱田春草生誕地整備活用事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 303

事務事業名 埋蔵文化財調査事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 文化財保護法

 飯田市埋蔵文化財事前調査取扱要綱

  

事業目的
対象 埋蔵文化財包蔵地

意図 国・県・市・個人及び民間事業者の土木工事等において、十分な保護措置を講じます。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・調査にあたっては、現地見学会の開催等により、埋蔵文化財包蔵地の存在と価値を周知する必要があります。

・蓄積された埋蔵文化財情報を基に、遺跡分布範囲の逐次見直しを行う必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・簡易圃場整備や個人住宅の建設、民間開発に伴う発掘調査や調

査後の報告書作成を行い、遺跡を記録保存します。

・国・県・市の公共事業等に伴う発掘調査や調査後の報告書作成

を行い、遺跡を記録保存します。（丸山遺跡、座光寺原遺跡、大

門原遺跡、龍江狐塚遺跡、上の城窯跡、萩の平窯跡、上の坊

遺跡、宮の脇２号古墳、高松原遺跡、龍江阿高遺跡、安宅遺跡、

大休遺跡、羽場権現堂遺跡、切石遺跡）

圃場整備等に係る調査経費 3,700

県事業に係る調査経費 1,100

市事業に係る調査経費 99,943

民間開発に係る調査経費 25,000

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
記録保存された埋蔵文化財包蔵地 数/年度 22 16   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 129,743 （国）埋蔵文化財緊急調査費国庫補助金（埋文発掘）（１／２）　1,850千円

（県）文化財保護委託金（埋文発掘）

（そ）埋蔵文化財調査受託事業収入
国庫支出金 1,850

県支出金 1,100

地方債 0

その他 117,658

一般財源 9,135

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
3  11

 
1

3,700

0
埋蔵文化財調査事業費（補助）

2    1 10 5
 
3  12

 
1

7,285

0
埋蔵文化財調査事業費（単独）

3    1 10 5
 
3  13

 
2

1,100

0
埋蔵文化財調査事業費（県）

4    1 10 5
 
3  13

 
3

117,658

0
埋蔵文化財調査事業費（その他）

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 303 事業名  埋蔵文化財調査事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

歴史的遺産の調査

・保存
〇   ○ － ○ ○○ － ○  

重機・発電機の使

用
〇   ×× － × － × － ○

騒音規制法
規制基準の遵守（敷地境界線）　第１種区域50db

第２種区域60db　第３種区域65db　第４種区域70db以下　
○  

振動規制法
規制基準の遵守（敷地境界線）　第１種区域65db

第２種区域70db以下　
○  

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・重機作業に伴う騒音等の発

生

・発掘調査現場からの土砂流

出等の発生

 

 低騒音・低振動・排対型建設機械

を

年間を通じて

使用する

・仕様書への特記

・現地での使用機械の確認

延べ５日間の重機作業の実施に際

し、現場にて低振動・低騒音・排

対型建設機械の使用を確認した
○

 

 

 濁水・土砂の流出等を

年間を通じて

防止する

・作業終了時にシートと土嚢による養生を

行う

・天気予報の確認

作業終了時には確実にシート養生

を行い、土砂流出を防止した ○

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 304

事務事業名 飯田古墳群保存活用事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 H20 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
 文化財保護法

 長野県文化財保護条例

 飯田市文化財保護条例・同施行規則

事業目的
対象 国史跡指定された古墳等、保存活用すべきとした古墳

意図 全国に誇れる地域資産として後世に伝えていくとともに、人づくり・まちづくりに活かします。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

平成28年10月3日に「飯田古墳群」として13基の古墳が国史跡に指定されたことに伴い、平成29年度から文化庁・長

野県教育委員会の指導を受け、古墳の保存管理や活用方針を定めた保存活用計画の策定を進めています。また、古墳

の価値をより明らかにし、保護を図るための調査・研究を計画的に行う必要があります。平成29年度には指定記念事

業として企画展等を開催しましたが、さらに史跡の価値を広く周知するための情報発信が必要です。　　　

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・『史跡飯田古墳群保存活用計画』策定のため、外部専門家及び

地域の研究者、古墳の保護活動を担う地域団体の代表からなる専

門委員会を開催します。 

・保存活用計画の策定に必要な測量及び図面の作成を行います。

・飯田古墳群の価値をより明らかにし、保護を図るために必要な

調査研究を計画的に実施します。また、調査研究により、新たに

価値付けが明らかになった古墳については保護を図るとともに、

追加指定に向けた取組みを行います。

史跡専門委員会開催に係る経費 248

保存活用計画策定に必要な測量図作成 4,283

範囲確認調査等に係る経費 2,369

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
範囲確認調査を実施した古墳 基 1 1   

地域との連携による保護活動等の実施 回 20 20   

市内外への情報発信 回 5 5   

史跡専門委員会の開催数 回 4 3   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 6,900 （国）国宝重要文化財等保存整備費補助金（１／２）1,200千円

（国）史跡等保存活用計画等策定事業補助金（１／２）2,250千円国庫支出金 3,450

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 3,450

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
3  11

 
3

6,900

0
飯田古墳群保存活用事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 304 事業名  飯田古墳群保存活用事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

保存目的調査 〇   － － － ○ － ○  

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 305

事務事業名 恒川遺跡群保存活用事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 H13 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす

   

   

分野別計画
 史跡恒川官衙遺跡保存活用計画

 史跡恒川官衙遺跡整備基本計画

  

法令・例規等
 文化財保護法

 長野県文化財保護条例

 飯田市文化財保護条例・同施行規則

事業目的
対象 国史跡指定地を含む恒川遺跡群

意図
恒川遺跡群の実態解明に向け、調査･研究を進めるとともに、史跡指定地の公有地化の促進及び整備基本計画

に基づく整備を実施し、適切に保存活用します。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

平成28・29年度の２ヵ年で史跡整備の基本となる整備基本計画を策定します。また、史跡整備に必要な情報を得るた

めの保存目的調査や指定地の公有地化を計画的に進める必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・史跡指定地の公有地化を進めます。

・調査計画に基づく保存目的調査を実施し、整備のための基礎デ

ータの集積を図ります。　

・個人住宅及び民間開発に伴う確認調査を実施します。

・公有地化された指定地の整地作業を行います。

・「恒川清水」の確認調査報告書を作成します。

・「恒川清水」の基本設計を始めます。

・基本設計及び現地調査に関する指導委員会を３回開催します。

基本設計等策定経費 7,152

保存目的調査・緊急調査費 13,700

緊急発掘調査費 3,949

用地取得費 383,838

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
指導委員会の開催数 回 4 3   

保存目的調査実施個所 箇所 5 6   

公有地化面積 ㎡ 6471.64 7,768   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 408,639 （国）国宝重要文化財等保存整備費補助金（１／２）10,372千円

（国）国宝重要文化財等保存整備費補助金（４／５）301,954千円国庫支出金 312,326

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 96,313

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 5
 
3  14

 
1

398,187

0
恒川遺跡群保存活用事業費（補助）

2    1 10 5
 
3  14

 
2

10,452

0
恒川遺跡群保存活用事業費（単独）

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 305 事業名  恒川遺跡群保存活用事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

史跡の保存目的調

査
〇   － － － ○ － ○  

史跡の公園整備 〇   － － ○ ○ － ○  

重機・発電機の使

用
〇   ×× － × － × － ○

騒音規制法
規制基準の遵守（敷地境界線）　第１種区域50db

第２種区域60db　第３種区域65db　第４種区域70db以下　
○  

振動規制法
規制基準の遵守（敷地境界線）　第１種区域65db

第２種区域70db以下　
○  

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・重機作業に伴う騒音等の発

生

・発掘調査現場からの土砂流

出等の発生

 

 低騒音・低振動・排対型建設機械

を

年間を通じて

使用する

・仕様書への特記

・現地での使用機械の確認

延べ８日間の重機作業の実施に際

し、現場にて低振動・低騒音・排

対型建設機械の使用を確認した
○

 

 

 濁水・土砂の流出等を

年間を通じて

防止する

・作業終了時にシートと土嚢による養生を

行う

・天気予報の確認

作業終了時には確実にシート養生

を行い、土砂流出を防止した ○

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 340

事務事業名 スポーツ推進事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 飯田市教育振興基本計画

○ 飯田市スポーツ推進計画

  

法令・例規等
 スポーツ基本法

 飯田市スポーツ推進委員設置規則

 飯田市スポーツ推進審議会条例

事業目的
対象 市民

意図
・スポーツ推進委員の活動を通じて、市民スポーツの振興を図る。・各種スポーツ大会の他団体との共同開催

や開催協力を行う。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・スポーツ推進委員を中心としたニュースポーツの普及、各種スポーツ事業の実施等により、スポーツを通じた地域

コミュニティの活性化に繋がっている。今後はスポーツを支える人材の発掘・育成に向けて、スポーツ推進委員を含

めたスポーツ指導者やボランティア人材の資質向上のための講習会や実践機会を充実させることが必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・スポーツ推進委員協議会の定例会・各委員会を開催します。

・ニュースポーツの普及大会を開催します。

・スポーツ推進委員の指導力向上に向けた実践機会を増やします

。

・スポーツ推進審議会を開催します。

・日本マーチングリーグ連盟会議等、各種事業関連会議へ出席し

ます。

・中央道沿線都市親善スポーツ大会を開催します。

・県縦断駅伝競走大会飯伊チームを後援します。

・県内市町村対抗駅伝競走大会に飯田市チームとして参加します

。

スポーツ推進委員活動事業 1,553

保健体育運営事業 793

保健体育事業 694

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
スポーツ推進委員の企画運営した大会数 大会 2 1   
スポーツ推進委員の活動回数（全市会議、研修・講習会指導） 回 90 100   

スポーツ推進審議会開催回数 回 3 3   

保健体育事業関連の大会数 大会 14 14   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 3,040  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 3,040

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 6
 
1  10

 
1

2,346

0
スポーツ一般経費

2    1 10 6
 
1  11

 
1

694

0
スポーツ事業費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 340 事業名  スポーツ推進事務 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

大会・講座・教室

の開催
〇   ○ × ○ － ○ －  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

ウォーキングコースや体育施

設など、スポーツに親しむ人

たちがスポーツ環境を大切に

維持管理していく心が育まれ

る。

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 341

事務事業名 スポーツ事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
 飯田市教育振興基本計画

○ 飯田市スポーツ推進計画
  

法令・例規等
  
  
  

事業目的
対象 市民

意図
・スポーツイベントの開催により、スポーツ習慣のきっかけづくりをする。・スポーツを通じて地域住民の交
流と一体感・活力の醸成をする。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・スポーツを親しむイベントとして「飯田やまびこマーチ」や「風越登山マラソン大会」を開催しているが、こうし

たイベントが日常的な運動習慣のきっかけとなり、スポーツによる健康・体力の向上につながるように、より多くの

市民に参加していただくための事業の見直しと、年間を通じた取組みが必要である。

・子供の体力・運動能力向上のため、コオーディネーショントレーニング等の取組みを継続して進める必要がある。

・競技力向上のため、（公財）飯田市体育協会とさらに連携した取組みが必要である。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・ウォーキング指導者の指導力向上に向けた、実践機会を開催し

ます。

・コオーディネーショントレーニング指導者講習会、市内保育所

等での実践をします。

・第３２回飯田やまびこマーチにおいて新コースの設定や同時イ

ベント等を開催し、参加者増を目指します。

・月いちウォーキングやウォーキングスタンプラリーの実施など

、年間を通じてウオーキングの普及を図ります。

・公益財団法人飯田市体育協会の運営を支援します。

・第64回風越登山マラソン大会において参加部門や日程を工夫し

て、より参加しやすい大会を目指します。

生涯スポーツ推進事業 903

やまびこマーチ開催事業 2,370

飯田市体育協会運営支援事業 7,500

風越登山マラソン大会事業 1,020

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
指導者養成講座・実践機会の実施回数 回 4 5   
ニュースポーツ等の普及大会数(全市＋地区レベル） 大会 70 70   
飯田やまびこマーチの市民参加者数 人 3,000 3,000   
体育協会関係事業への参加者数 人 190,000 190,000   
風越登山マラソン大会の市民参加者数 人 500 550   

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 11,793  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 11,793

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 6
 
1  11

 
5

903
0

生涯スポーツ推進事業費

2    1 10 6
 
1  11

 
6

2,370
0

やまびこマーチ開催事業費

3    1 10 6
 
1  11

 
7

7,500
0

飯田市体育協会運営支援事業費

4    1 10 6
 
1  11

 
8

1,020
0

風越登山マラソン大会開催事業費

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 341 事業名  スポーツ事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

廃棄物の発生 〇   × × × × － －  

グリーン商品の購

入
〇   － ○ ○ － ○ －  

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

自然豊かなウォーキングコー

スや、風越登山マラソンに使

用する登山道など、地域の自

然を愛し、環境を保全してい

く心が育まれる。

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 342

事務事業名 体育施設維持管理事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 単年度

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 S47 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 教育振興基本計画

○ スポーツ推進計画

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 社会体育施設（施設数：44）

意図 利用者が安全で良好な環境で利用できるよう維持管理する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

施設が安全安心で快適に利用できるよう、維持管理を行う必要があります。また各スポーツ施設の設置目的や利用状

況等により、指定管理・地元管理・直営管理に区分し、より効果的・効率的で利用しやすい管理運営を進めていく必

要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・社会体育施設及び県営飯田運動公園（野球場、多目的運動場、

弓道場）を含め44施設が常に安全快適にで利用できるよう維持管

理を行います。

・民間の持つ専門性やノウハウを活用し、利用者の利便性や安全

性の向上、管理運営の効率化のため指定管理による運用を行いま

す。飯田市営市民プール・飯田運動公園プールは指定期間が３年

から５年・総合運動場は新たに指定管理制度を導入します。

体育施設管理経費 66,735

体育施設管理業務委託 55,968

体育施設借上経費 21,819

  

  

  

  

  

  

その他の経費 1,468

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
年間利用者数 人 500,000 500,000   

不具合の発生件数 件/年 30 30   

メンテナンス以外の施設の休止日 日数 0 0   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 145,990 （県）飯田運動公園管理委託金

（そ）広域的体育施設使用料　7,743千円、地区体育施設使用料

766千円、飯田運動公園使用料　3,528千円、電話使用料　39千円、体育施設雑入

904千円、プール光熱費負担金　3,400千円

国庫支出金 0

県支出金 15,978

地方債 0

その他 16,380

一般財源 113,632

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 6
 
2  10

 
1

145,990

0
体育施設管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 342 事業名  体育施設維持管理事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

産業廃棄物置き場

の管理
〇   × × － － － －  

灯油の消費 〇   × － × － × －  

ガスの消費 〇   × － × － × －  

電気の消費 〇   × － × － × －  

水の消費 〇   × － － × × －  

利用者のアイドリ

ングストップ
〇   ○ ○ ○ － ○ －  

利用者への環境意

識啓発
〇   ○ ○ ○ ○ ○ －  

遊泳用プールの水質基準    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 343

事務事業名 体育施設整備事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 単年度

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 S36 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 教育振興基本計画

○ スポーツ推進計画

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 施設数：（施設44）

意図 利用者が安全で良好な環境で利用できるよう施設整備する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

スポーツ施設は、設置後30年以上を経過する施設が全体の６割を占めており改修・修繕を必要とするものが多くなっ

ています。利用者のニーズに配慮しながら、安全で良好な施設環境の維持に努める必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・社会体育施設（体育館、武道館、弓道場、運動場、野球場、ア

クアパーク、市民プール、B&G海洋センター、テニスコート、研修

センター等）の改善・改修、備品の修繕、設置等を実施します。

・主要な体育施設にある和式トイレの洋式化を順次進めていきま

す。

流水ポンプ配管水漏れ工事 2,808

体育館床部分補修工事 612

体育施設トイレリメイク事業 1,800

  

  

  

  

  

  

その他の経費 2,845

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
不具合の発生による施設の休止日数 日 0 0   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 8,065  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 8,065

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 6
 
2  11

 
3

8,065

0
体育施設改修費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 343 事業名  体育施設整備事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  
水銀に関する水俣条約

電池、化粧品や血圧計など水銀を含む9種類の製品の製造・輸

出・輸入を2021年以降禁止に向けた対応
  

           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 344

事務事業名 社会体育学校開放事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 単年度

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 S51 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 教育振興基本計画

○ スポーツ推進計画

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 学校開放施設（体育館・校庭・武道場）の数：（施設56）

意図 利用者が安全で良好な環境で利用できるよう維持管理する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

各地区で地元の学校体育施設が活用され、コミュニティースポーツが活発に行われるよう、利用調整と施設の適正管

理を図る必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・学校体育施設を地域に開放するため、良好な環境で使用される

よう維持管理を行います。

・学校開放施設の運用にあたり各公民館と連携を行い、利用調整

と施設の適正管理を図ります。

（電気・水道　消耗品　浄化槽点検等）

社会体育学校開放施設管理経費 9,943

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 722

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
不具合の発生による施設の休止日数 日 0 0   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 10,665 （そ）社会体育学校開放施設使用料

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 317

一般財源 10,348

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 6
 
3  10

 
1

10,665

0
社会体育学校開放管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 344 事業名  社会体育学校開放事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

電気の消費 〇   × － × － × －  

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 50 事業No. 345

事務事業名 社会体育学校開放施設整備事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 単年度

担当課等名 生涯学習・スポーツ課 開始 S36 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 教育振興基本計画

○ スポーツ推進計画

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 学校開放施設（体育館・校庭・武道場）の数：（施設56）

意図 利用者が安全で良好な環境で利用できるよう施設整備する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

各地区で地元の学校体育施設が活用され、コミュニティースポーツが活発に行われるよう、施設整備をする必要があ

ります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
学校の体育施設を、学校教育に支障がない範囲で、社会体育の利

用のために市民に開放し、スポーツの振興を図ります。そのため

の照明機器及びスポーツ器具等の備品整備を行い、施設の充実を

図ります。

照明修繕等 1,183

上郷小学校体育館誘導灯改修工事 713

柔道畳運搬台車整備 270

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
不具合の発生による施設の休止日数 日 0 0   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 2,166  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 2,166

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 10 6
 
3  11

 
2

2,166

0
社会体育学校開放施設整備費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 345 事業名  社会体育学校開放施設整備事業 生涯学習・スポーツ課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  
水銀に関する水俣条約

電池、化粧品や血圧計など水銀を含む9種類の製品の製造・輸

出・輸入を2021年以降禁止に向けた対応
  

           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 


